
数 学 科 学 習 指 導 案
日 時 平成１６年１０月６日(水)５校時

学 級 ３年Ｂ組(男 名、女 名 計 名)18 15 33
場 所 ３年Ｂ組教室 男 名、女 名 計 名10 7 17

学年会室 男 名、女 名 計 名8 8 16
指導者 ﾍﾞｰｼｯｸ ３年Ｂ組教室 教諭 泉山 明

ﾁｭｰﾀｰ 吉田美智子

ｽﾃｯﾌﾟ 学年会室 教諭 泉澤 弘

１ 単元名 「三平方の定理」(１節 三平方の定理)

２ 教材について

本単元は、中学校図形教材として最後の教材になる。

図形における教材としては、１年では、対称性に着目して図形の性質を発見したり、作図をしたり、その

。 、 。性質が成立する理由を考察したりしてきた ２年では 論証によって図形の性質を調べる方法を学んできた

３年生の相似からは平行線の線分の比など、生徒にとって新しい発見となるものが増えてきている。それに

つづき、本単元では、いろいろな計量の場面や図形の性質を考察するときに活用できる重要な内容を学ぶこ

とになる。

「三平方の定理」は、定理そのものの教材としての価値の重要性だけではなく、その応用場面が豊富にあ

る。また、これまでの図形教材が論証を中心とした図形の性質の研究が主だったことに対し、本教材は計量

もともなう内容である。また、平面図形のみならず空間図形も扱い、空間を観察する力も養うのにも適した

内容である。

本単元の１節では、｢三平方の定理｣を理解する・それを使える・｢三平方の定理の逆｣を理解する・それを

使えることを基礎・基本ととらえた。

３ 生徒の実態

落ち着いた雰囲気であるが、指示されたことへの取り組みが遅い。また、自分の考えに自信がない生徒が

多く自分から考えるよりは、誰かの考えをまずは聞いてからという雰囲気が漂っている。

昨年度のＣＲＴの結果では、｢数と式｣領域は、全国比９０、｢図形｣領域は９０、｢数量関係｣領域は６９で

あった。

３年Ｂ組に、以下のことについてアンケートを取った。

１．図形領域の問題は好きですか。

好き(６名) どちらでもない(１５名) 嫌い(１１名)

２．図形領域の問題は得意ですか。

得意(０名) どちらでもない(１７名) 不得意(１５名)

３．グループ学習をするときにあなたはどちらのグループを希望しますか。

発展(１名) 基礎基本(３１名)

以上の結果をふまえ本単元では、丁寧な指導に心がけるとともに単元の節目にグループに分け１人１人の考

えを大切にし、より目の届く指導を行っていきたい。

４ 単元(１節)の目標

(１)数学への関心・意欲・態度

・直角三角形の３つの辺それぞれを１辺とする正方形の面積の間の関係に関心をもち、その関係をいろ

いろな直角三角形で調べようとする。

・三平方の定理の歴史やいろいろな証明方法に関心をもち、それらについて調べようとする。

(２)数学的な見方や考え方

・いくつかの直角三角形について、辺の長さに着目して考察し、帰納的に三平方の定理を見いだすこと

ができる。

・三平方の定理について、直角三角形の辺の関係ととらえたり、各辺を１辺とする正方形の面積の関係

ととらえたりすることができる。

・三平方の定理のいろいろな証明方法を考えることができる。

(３)数学的な表現・処理

・三平方の定理を利用して、直角三角形の未知の辺の長さを求めることができる。

・三平方の定理の逆を使って、三角形が直角三角形であるかどうかを判断することができる。



(４)数量、図形などについての知識・理解

・三平方の定理やその逆を理解する。

５ 指導計画(５時間計画)

学 習 内 容 評 価 規 準

関心・意欲・態度 見方や考え方 表現・処理 知識・理解

三平方の定理 直角三角形の３つの辺 いくつかの直角三 三平方の定理を利用 三平方の定理を理解

(３時間) それぞれを１辺とする 角形について、辺 して、直角三角形の する。

正方形の面積の間の関 の長さに着目して 未知の長さを求める

係に関心をもち、その 考察し、帰納的に ことができる。

関係をいろいろな直角 三平方の定理を見

三角形で調べようとす いだすことができ

る る。

三平方の定理 三平方の定理の逆を 三平方の定理の逆を

の逆 使って、三角形が直 理解する。

(１時間) 角三角形であるかど

うかを判断すること

ができる。

まとめ 三平方の定理とその

(１時間) 逆に関する問題を解

(本時) くことができる。

６ 本時の指導

(１)本時について

本時は、練習問題を解くことにより、前時までの学習内容のより深い理解を図ることをねらっている。

グループは、主に図形領域を不得意だと感じているグループ(ベーシック)とそうでもないと感じているグ

ループ(ステップ)に分け更に教師の指導により入れ替えを行った。｢ベーシック｣はチューターに入ってもら

い２人体制で１人１人に目を届かせた指導を行っていく。

(２)本時の目標(評価規準と具体の評価規準)

学習目標にお 具 体 の 評 価 規 準 評価方法Ｃへの支援方法

Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できるける評価規準

机間指導【表現･処理】 ｢三平方の定理｣を利 ｢三平方の定理｣を利用 既習事項を再度確認し、難易

｢ 三平方の定 用して確実に速く問 して問題が解ける 度の低い問題から解かせる。

理｣とその逆に 題が解ける。 ｢三平方の定理の逆｣を また、類似問題の数を多くこ

関する問題 ｢三平方の定理の逆｣ 利用して問題が解ける。 なさせる。

を解くこと を利用して確実に速

ができる。 く問題が解ける。

(３)研究テーマとの関わり

(ア)基礎・基本の内容の厳選

基礎的・基本的内容を確認する問題と類似問題を用意した。

(イ)教材、展開の工夫

確認問題、類似問題、発展的問題、予習的問題を準備し個々の力量に合わせ進められるようにした。

(ウ)意欲を高める工夫

それぞれのコースは、教師の意図も盛り込んだ自己選択制にする。また、問題は、両コースの共通の

ものとする。

(エ)指導形態の工夫

前半を一斉指導で行い、問題解決の場面では習熟度別グループに分かれる。

(ウ)定着を図るための工夫

グループに分かれた後、前段部分の基礎基本問題で定着の様子を評価する。｢ベーシック｣はチュータ

ーとのＴＴで行い、より個別的な学習ができるようにし、｢ステップ｣はより発展的な問題に取り組み更

なる定着を図る。



(４)本時の展開

段階 学習内容 学習活動 指導上の留意点・評価 準備

１．既習事項の確認 ・ 三平方の定理 を確認する ・紙板書を提示する。 紙板書「 」 。

・｢三平方の定理｣を利用して未 ・直角三角形の斜辺を意識させ

導 知の長さを求める方法を確認 る。

。する。 ・長さなのでχ＞０を明記する

入 ・｢三平方の定理の逆｣を確認す ・紙板書を提示する。 紙板書

る。

１５ ・三角形の３辺の長さから、直 ・一番長い辺が斜辺の候補であ

分 角三角形かどうか判断する。 ることを確認する。

２．学習課題の確認 学習課題を確認する

練習問題を解くことで理解を深めよう。

＜ベーシック：３－Ｂ教室＞

３．基礎基本問題 ・基礎基本を確認する問題に取 ・机間指導を通し個別指導に心 プリン

り組む。 がける。 ト

・全体で確認する。 ・発表させる。

展 全問正解を具体の評価規準Ｂ

とする。 (表・処)

・Ｃの生徒への支援を個別指導 補助問

開 で行う。(ﾁｭｰﾀｰ) 題

４．類似問題 ・類似問題を解き解き方になれ ・教師及びﾁｭｰﾀｰによる机間指導

る。 を行う。

３２ ・理解している生徒には、応用

分 的な問題へも進ませる。

終 ５．本時のまとめ ・本時のまとめをする。 ・個々の頑張りを評価する。

結 ６．次時の予告 ・次時の予告を聞く。 解いた問題数・発表・積極性

３分

＜ステップ：学年教室＞

３．基礎基本問題 ・基礎基本を確認する問題に取 ・机間指導を通し個別指導に心 プリン

り組む。 がける。 ト

展 ・全体で確認する。 ・発表させる。

全問正解を具体の評価規準Ｂ

とする。 (表・処)

・Ｃの生徒への支援を行う。

開 ・机間指導を行う。

４．類似問題・発展 ・類似問題及び発展問題を解き ・問題数を多くこなすように指

問題 解き方になれる。 示する。

・理解している生徒には、応用

３２ 的な問題へも進ませる。

分 ５．予習問題 ・予習問題に取り組む。

終 ６．本時のまとめ ・本時のまとめをする。 ・個々の頑張りを評価する。

結 ７．次時の予告 ・次時の予告を聞く。 解いた問題数・発表・積極性

３分


